


企業費⽤負担
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IT専⾨家が実施する中⼩企業へのデジタル化⽀援について、相談費⽤の⼀部を謝⾦として国が補填する

以下の範囲内で複数回利⽤が可能
《1案件辺り》 謝⾦︓〜3,500円（税込）/時（中⼩企業は500円以上(税込）/時 の⾃⼰負担が条件）

《謝⾦上限》①IT専⾨家の謝⾦の累積の上限額が第Ⅰ期と第Ⅱ期の通算で150万円（税込）
②中⼩企業等の謝⾦の累積の上限額が第Ⅰ期と第Ⅱ期の通算で30万円（税込）

マッチング全体の流れ・
期間について 費⽤負担 今後の流れ

例【時給4,000円の場合】

デジタル化⽀援

専⾨家 中⼩企業

3,500円/時
（固定）

デジタル化⽀援

専⾨家 中⼩企業

3,500円/時
（固定）

6,500円/時（変動）500円/時（変動）

【30時間⽀援時の費⽤】
企業負担総額15,000円 (500円／時）

【30時間⽀援時の費⽤】
企業負担総額195,000円 (6,500円／時）

例【時給10,000円の場合】



マッチングの種類

IT専⾨家と中⼩企業のマッチング⽅式は主に2パターン

マッチングが成⽴する事で、IT専⾨家が決定し、⽀援を受ける事が出来る

事務局
専⾨家専⽤
ページ

中⼩企業専⽤
ページ ②マッチング

マッチング⽅式 登録時
マッチング状況 概要 補⾜

２．事務局マッチング

１．セルフマッチング

未マッチング

マッチング済み

OR

他システムで
マッチング予定

IT専⾨家が中⼩企業等が作成した相談案件の中から提
案したい内容を探して⽀援計画を提案
↓
事務局システムを通して中⼩企業等に連絡を取り、2者
間で内容等協議・⽀援実施

デジタル化応援隊システム以外でのマッチング

別のシステムでマッチングしたIT専⾨家と中⼩企業等の組
み合わせで、本事業にエントリーをし、⽀援実施
※11/1までに応援隊にユーザー登録されている事が前提
だが、ユーザー登録後のマッチング申請も可能

中⼩企業等とIT専⾨家が本事業にエン
トリーした後に、IT専⾨家が事務局シス
テムを通じて、提案したい相談件を探し、
⽀援計画提案頂く必要がある

中⼩企業等が相談案件を登録する⽅
法の他に、中⼩企業等が依頼したい⽀
援内容が具体化されている場合には、
中⼩企業等からマッチング済みのIT専⾨
家に直接提案依頼をすることが可能

マッチング全体の流れ・
期間について 費⽤負担 今後の流れ

３



１．セルフマッチングの場合

２．事務局マッチングの場合

⽀援開始までの流れ
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①公式HPより
中⼩企業登録

申請は2021年11⽉1⽇まで

②マイページにて
相談案件登録

②マイページにて
直接提案依頼

③マイページにて
IT専⾨家と⽀援計画につ

いて協議・合意

審査完了・不備について
事務局よりメール
（審査完了まで数営業⽇）

④マイページにて
業務委託締結・⽀援開始

①公式HPより
中⼩企業登録

申請は2021年11⽉1⽇まで
③マイページにて

IT専⾨家と⽀援計画につ
いて協議・合意

事務局による
⽀援計画成⽴要件

の審査

④マイページにて
業務委託締結・⽀援開始

登録審査

事務局

申請を受付けた場合、事務局よりメールで通知が届く

申請を受付けた場合、事務局よりメールで通知が届く

審査完了・不備について事務
局よりメール
（審査完了まで数営業⽇）

登録審査

相談登録を受付、審査実施
※こちらもメールにて完了・不備のご連絡

システム内でIT専⾨家からの
提案を待ち、マッチングを進める

マッチング済みのIT専⾨家より
⽀援計画提出



登録申請⽅法
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事業ホームページ︓https://digitalization-support.jp/

「登録申請」のタブを選び
「中⼩企業登録申請」を選択

マッチング全体の流れ・
期間について 費⽤負担 今後の流れ



相談案件の登録・書き⽅詳細
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事業ホームページ︓https://digitalization-support.jp/

公式HP下段に「ガイドブック（登録⼿順・書き⽅TIPS）」をご準備しております。
ご登録の際は、作成時の参考にご活⽤ください。

求⼈ステーションKOBEでもご相談いただけます︕

マッチング全体の流れ・
期間について 費⽤負担 今後の流れ

神⼾市内に本社、事務所等
をお持ちの企業はどなたでも
お使いいただけます。
お待ちしています︕



第Ⅱ期 事業期間
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①IT専⾨家・中⼩企業等の本事業への登録受付期限 令和3年11⽉1⽇まで
②IT専⾨家・中⼩企業等による⽀援計画・契約締結の期限 令和3年12⽉17⽇まで
③IT専⾨家による⽀援の終了及び⽀援実施報告の期限 令和4年1⽉10⽇まで
④IT専⾨家による謝⾦申請の期限 令和4年1⽉10⽇まで
⑤事務局事業の実施期限 令和4年2⽉28⽇まで

【注意点】
第Ⅱ期予算が上限に達する⾒込みがある場合、
上記の期限に関係なく登録受付及び契約締結を締め切ります。

事業期間

マッチング全体の流れ・
期間について 費⽤負担 今後の流れ



まとめ
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【コスト⾯】
ご登録いただいた中⼩企業・
⼩規模事業様については、
最低500円/時の値段で、
デジタル領域に関する⽀援を
受ける事が出来る制度
※謝⾦上限額が第Ⅰ期・
Ⅱ期通算で30万円（税込）
まで。

【システム】
システムを通して、⼀通りの
⼿続きの⼤半を完結頂けま
す（契約締結を含む）

【締め切り】
・新規登録申請期限
⇒今年11⽉1⽇まで
・契約締結期限
⇒今年12⽉17⽇まで
・⽀援終了
⇒来年1⽉10⽇まで

【⽀援領域】
ご相談レベルから⽀援を受け
る事が出来ます。⼀⽅、IT
専⾨家との2者間において、
準委任契約にてご契約いた
だくので、請負契約に該当す
るような⽀援を受ける事はで
きません。

【登録⼿続き】
登録申請や相談案件の作
成等の登録作業はあります
が、その後⽐較的中⼩企業
様の負担は少なく、進める事
ができる制度です。



１.第Ⅱ期中⼩企業デジタル化応援隊の
概要



第Ⅰ期・第Ⅱ期 中⼩企業デジタル化応援隊 事業概要
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デジタル化・IT活⽤に悩む全国の

中⼩企業
フリーランス、副業、兼業の

IT専⾨家

新型コロナウィルス感染症の感染拡⼤の防⽌や事業活動の維持・強化、今後複数年にわたり相次いで直
⾯する制度変更（働き⽅改⾰、被⽤者保険の適⽤拡⼤、賃上げ、インボイスの導⼊等）等に対応する
ため、IT化促進を図る中⼩企業等に対し、デジタルツールに精通した専⾨家（IT専⾨家）を通じてハン
ズオン⽀援を提供する事業により、中⼩企業等の持続的なデジタル化に必要な⽀援環境を整備するこ
とを⽬的としています。

マッチング

事業⽬的

マッチング成⽴=お悩みの相談案件をサポートするIT専⾨家が決まります︕



事業の全体図
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中⼩企業等 IT専⾨家

中⼩企業デジタル化
応援隊運営事務局

①Web登録

②相談

④依頼（準委任契約）
③提案

①Web登録

⑥⽀援実施報告書
（写真・契約書・請求書等）

要件を満たす⽀援提供を⾏ったIT専⾨家に対して、最⼤3,500円/時間(税込)の謝⾦が事務局から⽀払われるため
中⼩企業等は通常の時間単価から上記⾦額（ 最⼤3,500円/時間(税込) ）を差し引いた⾦額でデジタル化推進のた
めの⽀援を受けることができます。
※ IT専⾨家の時間単価は、中⼩企業等とIT専⾨家の契約により決定されます。
※ 中⼩企業等の実費負担が最低500円/時間(税込)以上あることが謝⾦⽀払の要件になっています。

⑤⽀援
⑦請求書



「中⼩企業デジタル化応援隊」事業の流れ
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企業登録 企業登録
完了

審査 マッチング

⽀援完了

（⽀援実
施報告書
提出）

契約締結
⽀援開始

事業認知 相談案件登
録

専⾨家登録 専⾨家登録
完了事業認知 ⽀援計画案

登録

不備
チェック

中⼩
企業

IT
専⾨家

事務局

⽀払
⼿続き ⽀払

請求
企業負担

謝⾦
請求

審査
謝⾦
⽀払

謝⾦
受領

委託料
受領

登録

マッチング

契約〜⽀援

⽀払

登録は主に3つのステップで構成される。最初に中⼩企業またはIT専⾨家がデジタル化応援隊事業のサイトより登録後、
事務局の審査を経て、登録ステータスが完了する。従って、登録完了数が正式な本事業の参画社/者となる。

中⼩企業の相談案件に対して、IT専⾨家が⽀援計画を提出し、契約に⾄るまでのプロセスをマッチングと定義する。マッチングの形式は「セルフ
マッチング」、「事務局マッチング」に分類される。

中⼩企業とIT専⾨家間で⾏われた契約締結から⽀援完了までのプロセスを⽰す。⽀援内容は、中⼩企業とIT専⾨家間で合意した計画に
基づいて実施される（⽀援の効率化と品質担保のため、事務局として課題領域別の⽀援パッケージを提供）。

請求は、IT専⾨家より事務局と⽀援した中⼩企業に対して提出される。事務局は、謝⾦額（上限3500円［税込］）×⽀援⼯数分をIT
専⾨家に⽀払い、中⼩企業は、全報酬額から謝⾦額を差し引いた額をIT専⾨家に⽀払う。
※旅費については⽚道 100km 以上の場合、⼀回のみ規程に基づき⽀払う（他規定もあり）

マッチング全体の流れ・
期間について 費⽤負担 今後の流れ



２.⽀援事例紹介



⽀援事例 メーカー×BtoBマーケティングツール導⼊

業種／ メーカー
所在地／ 兵庫県
従業員数／39名
建設現場の安全を考えた、フルハーネス、⼯具、⼯具袋のメーカー様。コロナウィルスの蔓延により対⾯での営業活動
実施が難しい状況になっていた。
その中で、ユーザー向けに商品を届けられるよう、ネットでの販売検討を開始。検討を進める上で、まず顧客の反応や
ニーズの確認を⾏う事に決定。以前からシステムの仕事を依頼していたIT専⾨家に本事業を活⽤した相談を⾏った。

はじめにEC販売を⾒越したニーズ検証を開始。取り扱う商品を決め、その後LPデザイン設計のアドバイスを受け、その
約半⽉後から実際の掲載を開始。掲載後は、⽇々のユーザー流⼊状況・問い合わせ状況に合わせ、定期的なアド
バイス⽀援を受ける事により、順調に受注に繋げていていく事が出来た。⽀援⾃体も、今回福岡⽀社の営業社員を
中⼼に取り組んだため、オンライン会議で実施をするも、その点も順調に⽀援が進んだ。

普段販売店を通しているため、エンドユーザーからの直接的な反応を貰う事は今回が初の取り組みであったが、LP掲
載をしてから2か⽉ほどの運⽤で、当初の予想を上回る反響を得る事が出来た。そのため当初予定していなかった他の
商品についても、同様の取り組みを⾏う事を決断し、2021年3⽉から独⾃に実施。コロナウィルスの影響により、従来
の営業活動は制限されているが、新しい活動の筋道として期待が持てるような⽀援を受ける事が出来た。

⽀
援
内
容

背
景

結
果

【費⽤】※
実質負担総額16,000円 (500円／時）
┗ ⽀援総額120,000円（⽀援単価3,750円／時）
┗ 謝⾦負担額104,000円（謝⾦3,250円／時）

【期間】※
2か⽉
32時間(商品把握、課題の設定、ツール選定と活⽤⽅法
提案、ツール運⽤⽀援など)
※実質負担の最低⾦額は500円/時です。ツールの契約料・利⽤料は含まず、IT専⾨家の⽀援に関する費⽤のみ記載しております。
※⽀援の必要期間・費⽤は⼀例です。⽀援内容など状況により上下致しますので、ご了承ください。

運⽤⽀援
効果測定導⼊⽀援改善策提案

ツール選定課題特定現状把握・
業務分析


